
 

 

10 月号 
 

 のびのび通信  

10 月 13 日（火） 10：30～ 

「トランスパレント de 工作 in 杷木」 

場所：杷木らくゆう館 和室  

お子さんと一緒に、窓に貼ったり、吊るした

りできるかわいいインテリアを作ってみま

せんか？ 

 ＊10組限定 要予約 

ひろにわ地域子育て支援センター 

のびのび出張サロンおこなっています。 

支援センターのスタッフが各地域のコミュニティに伺い子育てサロンを開催しています。 

杷 木・・・毎週火曜日：１０時～１５時 杷木らくゆう館 和室 

立 石・・・毎月第２又は４水曜日：１０時～１１時３０分 立石コミュニティセンター 

秋 月・・・偶数月の第４木曜日：１０時～１２時 秋月コミュニティセンター 

上秋月・・・奇数月の第３水曜日：１０時～１２時 上秋月コミュニティセンター 

ピッコロ・・毎月第 3 金曜日：10 時～15 時 親子支援館ピッコロ 

立石子育て広場からのお知らせ 

 10 月 28 日（水） 10：00～11：30 

    「ミルク缶 deリメイク」  

ミルク缶をリメイク。お子さんの足型などを

使って楽しくデコレーションしましょ。 

 ＊10組限定 予約は支援センターまで 

 

外遊びが楽しい季節になりました。突き抜けそうな空には「イワ

シ」の大群が、足元には色づいた葉っぱの「お風呂」が広がってい

ます。散策中に「あーっ」と、お子さんが示す指先は、自然の不思

議さや美しさを私たちに伝えてくれています。「なーに」の声掛け

で、お子さんの心ときめく瞬間を感じて下さい。きっとお子さんと

のやり取りが濃密なものになると思いますよ。 

   10 月１6 日（金） 10：30～ 

  「簡単ストレッチ in ピッコロ」  

   場所：親子支援館ピッコロ  

育児や家事の合間に「ながらストレッチ」は

いかがです？  

＊スポーツタオルを持ち下さい。 

＊人数把握のため予約をお願いします 

令和 2年 10 月 1日 発行 

開館 月～金曜日   １０時～１５時 

      ※祝祭日はお休みです 

場所 朝倉市入地２６０７－１(ひろにわ保育所内) 

電話 ０８０－８３５２－４１７８(直通) 

ホームページ、ブログ等ございます。 

 

これらのイベントは、感染拡大などの状況によっては中止する事もあります。 

あらかじめご了承ください。 

 
 

ご利用の際の 3つのお願い 

  ・大人の方はマスク着用  

  ・入室前の検温と入室後の手指の消毒 

  ・お子さんやご家族の方に風邪に類似した症状がある場合は利用をご遠慮下さい 

日頃のご協力感謝致します 

 

日付 曜日
1 木 サロン

2 金 サロン
3 土

4 日
5 月 サロン
6 火 サロン のびのび in 杷木

7 水 サロン
8 木 サロン

9 金 サロン
10 土
11 日

12 月 サロン
13 火 サロン のびのび in 杷木

14 水 サロン
15 木 サロン

16 金 サロン のびのび in ピッコロ
17 土
18 日

19 月 サロン
20 火 サロン のびのび in 杷木

21 水 サロン
22 木 サロン のびのび in秋月
23 金 サロン おゆずり会

24 土
25 日

26 月 サロン 誕生会
27 火 サロン のびのび in 杷木
28 水 サロン のびのび in 立石

29 木 サロン
30 金 サロン 身体測定

31 土

活動内容

今月は、6 日（火）の 

杷木らくゆう館でも、

身体測定ができます☆ 

10 月 22 日（木） 10：30～ 

「神無月さんぽ in 秋月」 

集合場所：秋月コミュニティセンター  

 散策にはもってこいの季節です。情緒豊かな

秋月を、お子さんの歩調で歩きませんか？ 

 ＊必要な方はおんぶ紐や抱っこ紐を持って

来てください 

＊人数把握のため予約をお願いします。 

 ＊ 

 

11 月の育児講座のお知らせ 

 「メディアと上手に関わるために」 

 デジタル社会における上手なメディア媒体と

の付き合い方を学びませんか？ 

講師：藤原 浩美先生 （ＮＰＯ法人 子どもとメディア講師） 

日時：11月 13 日（金） 10：30～12：00 

場所：ひろにわ保育所 ホール 

 ＊未就園児に限り託児を致します。（5 組まで） 

予約・詳細はスタッフまで 

10 月 23 日（金） 11：00～ 

「秋・冬物のおゆずり会」 

場所：ひろにわ地域子育て支援センター  

 好評の「おゆずり会」。今回は秋・冬のお洋

服や小物をお願いします。  

＊なるべく状態のよい物をお願いします。 

＊サイズに分けてお持ち下さると助かります 

   「ことば」についての講座を聞いて 

9 月 9 日の「『ことば』を引き出すための土台作りと関わり

方」という講座に参加しました。講師は、言語聴覚士の吉岡麻衣

先生。吉井町で、「ことりんく」という教室を開かれています。 

私には 2 歳の息子がいますが、なかなか言葉が出ずに悩んで

いました。私は「ことば」は、言葉を発してからの「理解」だと

思っていましたが、「理解＝input」が先で、それが溜まったら風

船のように「バーン」と言葉が出て来ると聞いて、「焦らずに待

とう」と思いました。 

また、「目が合わない」というお母さん方が多いと話されてい

ました。先生は、目が合う・合わないことより、「指さしをして

いるか」が大事と話されていました。例えば、「あっ、あっ」と、

飛行機が飛んでいるところを指さして一緒に見る。「この感動を

大好きな人と分かち合いたい気持ち」、それを「共同注視」と言

うそうです。「ことば」と言っても、指さし・手差し・表現も「こ

とば」の 1 つ（非言語手段）と話されていて、「言葉」とは奥深

いなと感じました。 

 「ことば」は、親子の愛着（安心感）を根っこに、バランス感

覚や体幹（粗大運動）、微細運動（手、指、口、舌）イメージ力

などの力がついたときに「表出＝output」（言葉がでる）が起こ

る事が分かりました。子どもとたくさん遊んで、感動を分かち合

いたいと思いました。   

                    参加者の感想より 


